
ふれあいサロン 

かわいいコースターができました 

 

仮設住宅の集約や閉鎖に伴い、内陸のボランティアによる「ふれあいサロン」の開催はこの９月

から、陸前高田の 2会場を残すのみとなりました。また、地元ボランティア対応の会場も含め、年

度末には 13会場となる予定です。  

 

簡単な体操をしてから、今日の手芸「葉っぱのコースター」を作りました。コースター作りは楽

しくおしゃべりをしながら行いました。参加者から「漬物」「お菓子」の差し入れがありました。 

 

今日はサロンのキットで「ふくろうのぬいぐるみ」を作りました。」参加者の方々は 2 時間で 2

個完成。色とりどりの布で作った作品はそれぞれ個性がありました。 

完成品をテーブルの上に並べてお互いの作品に評価を言い合い、それぞれの評価に

笑いが生まれました。「笑うことが一番」楽しいひと時を過ごしました。 

人々がつどい、話をして笑いあうサロンの集まりを大切にしたいと思います。 

9 月に入りようやく秋めいてきましたが、不安定な天候が続いています。みなさま体調管理

にお気をつけください。 

現在、2018年 7月西日本豪雨と北海道胆振東部地震の募金の呼びかけをしています。いわ

て生協やみやぎ生協では、広島ボランティアの運営支援やボランティア派遣、募金活動など、

県内だけでなく全国の支援にも取り組んでいます。 
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２０１8 年 

9 月 28 日発行 

 

体操してから手芸スタート！ 



被災地支援活動が 4000 回目を迎えました 

大槌町での活動は最後でした ～バスボランティア～ 

三反走仮設住宅の方々の主な転居先となる二子団地の様子 

９月２日に通算１７８回目のバスボ

ランティアを行いました。 

大槌町の「菜の花プロジェクト」で菜

の花畑の整地と種まきを行いました。今

回はコープデリ連合会の役職員１４名

を含む３３名が参加し、来春の開花を願

いながら種をまきました。 

「菜の花プロジェクト」は、多くの犠

牲者が出た大槌町で、鎮魂を願い、春一

番に咲く菜の花を河川敷に咲かせよう

という取り組みです。 

 

みやぎ生協ボランティアセンターで、2011年 5月

から続けてきたさまざまな被災者支援活動。累計

4000回目となったのは、2011年 12月に活動をス

タートした石巻市三反走仮設住宅での9月のふれあい

喫茶でした。月 1回、仙台市や富谷市在住のボランテ

ィアも参加して継続してきましたが、住民のみなさん

の転居に伴って、この日が最終回となりお別れ会を開

催しました。既に転居された方も転居先から参加して

くれました。 

 参加者からは、「楽しかったよ」「さみしいよね。

あとは会えないの？」「今までありがとう」など

の声が寄せられました。帰りにはボランティア全

員で、転居先である二子団地に立ち寄り、寄り添

ってきた方々の新生活スタートを喜びました。ボ

ランティアにとっても、7年間のふれあいは一生

の宝物になりました。 

 みやぎ生協では、今後も被災された方々に寄り

添う活動に継続して取り組んでいきます。 



ふくしま「浪江町物語伝え隊」の紙芝居を上演 2018.8.28 

「とうほくてしごとカタログ FUCCO」vol．3 を発行しました 

「とうほくてしごとカタログ FUCCO」Vol.3を発行しました。 

カタログでは商品の完売を心配せずに販売に取り組める「委託販売」の流

れをわかりやすく記載しています。また、カタログの取り組みを紹介するパ

ネルの貸し出しも行っています。カタログは追加分も費用負担なしでお送り

できます。 

リーダー層の皆様への配布や様々なイベントでの配布など、多くの皆様へ

の配布に、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災直後双葉郡浪江町で被災され、現在福島市内にお住まいの「浪江町物語つたえ隊」の松田小

百合さんにお越しいただき、原発事故後の浪江町の人々の様子を紙芝居にした「見えない雲の下で」

を上演していただきました。    

松田さんは昨年から県外の生協や北九州北部

豪雨の被災地にも「浪江町物語つたえ隊」とし

て訪問されています。なかなか福島地域の中で

は上演する機会がありませんでしたが、今回よ

うやく松田さんの紙芝居を見ることができまし

た。 

原発事故後に何も知らされずにバスに乗せられ不安なまま避難した様子や、家族と離ればなれに

なっても民生委員の方が地域の方の不安や悩み相談に奮闘されている様子などをお聞きしました。 

参加者からは「津波だけではなく原発事故が原因でみんなが一緒に暮らせないのは本当につらい

と思う」「これからも多くの方へ紙芝居を通して当時の様子を伝え続けて欲しい」と言う感想をいた

だきました。 

カタログの取り組みを紹介した A2サイズのパネル 

コープこうべ総代会で、委託販売にご協

力いただきました。 



「ふくしまの現状を知ろう！！農産・水産について」学習しました  

コープふくしまでは地域の中で更に豊かに暮らして行く為

の「学び」「体験」の場を作り参加者同士の交流することを目

的として３回シリーズでコープカレッジを行っています。 

今回（9月 1日）は「震災から 7年 今、放射能は」と題

し野中専務より震災直後から現在の放射線量、東京電力福島第

1 原発内のトリチウム水の貯蔵についてわかり易く話して頂

きました。 

参加者からは「7年たった今でも、恐れるのは放射能への関

心が薄れる事であり、学習することは意義のあると思う」「デ

マに惑わされない事が大切なのではないか」等の感想がありま

した。次回は、「福島の農産・水産の現状について」あだたら産直センターや福島県漁業協同組合の

方に講師をお願いし学習する予定です。 

大流しそうめん祭りのために、南からララコープ、

コープえひめ、コープかがわ、おかやまコープ、コー

プこうべ、ならコープ、富山県生協、パルシステム茨

城、みやぎ生協の９生協から１０種類のご当地自慢の

そうめんを送っていただきました。こども遊び塾で、

自分で竹を削って箸を作り、その箸でそうめんを食べ

ました。 

二日目予定の流しそうめんは、天気予報によると大

雨の予定で、急遽流しそうめんのやぐらにビニールシ

ートをかぶせましたが、晴れ男と晴れ女の登場により、

晴れて暑い日になりました。プラス思考に考えれば、

暑さ対策にもなりました。 

参加家族数１４家族４２名と大阪いずみ生協の家

族５家族１９名の総勢６１名で大流しそうめん祭り

を開催する事が出来ました。毎回、この企画を待って

いる家族も多い企画の一つです。 

初日は、大阪いずみ生協さんの企画による本場のた

こ焼き体験もあり、参加した親子が大阪の子ども達と意気投合し盛り上がりました。 

コヨット！保養企画（大流しそうめん祭り）のご報告。 



末永、上田 

子ども達は、森での遊びも楽しみ、お母さん達はハン

ドオイルマッサージでリフレッシュをして楽しみまし

た。 

初日に意気投合したお陰で、流しそうめんの食べる量

が凄すぎでした。昨年の倍のそうめんを茹でましたが完

食。スタッフ用に準備していたおにぎりまでペロリ。凄

い食べっぷりに笑いが止まりませんでした。 

参加者は、初めて食べる全国

のそうめんを堪能しました。

ご協力くださった生協の皆様

に感謝申し上げます。来年も

開催予定です。ご協力お願い

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


